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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも移動体端末と基地局と無線ネットワーク制御装置とから構成され、前記移動
体端末が発呼する際に、移動管理と呼制御とを転送するためにシグナリングコネクション
の無線リソース制御コネクションを確立する移動体通信システムであって、
　前記無線ネットワーク制御装置は、前記基地局に対するＮＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：無線リンク設定手順の開始と同時に、前記無線リソー
ス制御コネクションの接続要求を行った前記移動体端末に前記無線リソース制御コネクシ
ョンの接続設定メッセージを送信し、前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順及びＡＬＣＡＰ
（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：Ａ
ＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐ
ｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔｙｐｅ　２］コネクション設定手順を前記無線リソース制
御コネクションの接続要求を行った前記移動体端末側の処理と並行して実行する手段を有
することを特徴とする移動体通信システム。
【請求項２】
　前記無線ネットワーク制御装置は、前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順または前記ＡＬ
ＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順の未完了または失敗時に前記無線リソース制御コ
ネクションの確立をトランスポートチャネルで再確立することを特徴とする請求項１記載
の移動体通信システム。
【請求項３】



(2) JP 4725312 B2 2011.7.13

10

20

30

40

50

　移動体端末が発呼する際に、移動管理と呼制御とを転送するためにシグナリングコネク
ションの無線リソース制御コネクションを確立する移動体通信システムを、少なくとも前
記移動体端末と基地局とともに構成する無線ネットワーク制御装置であって、
　前記基地局に対するＮＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：
無線リンク設定手順の開始と同時に、前記無線リソース制御コネクションの接続要求を行
った前記移動体端末に前記無線リソース制御コネクションの接続設定メッセージを送信し
、前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順及びＡＬＣＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：ＡＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏ
ｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔｙｐ
ｅ　２］コネクション設定手順を前記無線リソース制御コネクションの接続要求を行った
前記移動体端末側の処理と並行して実行する手段を有することを特徴とする無線ネットワ
ーク制御装置。
【請求項４】
　前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順または前記ＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定
手順の未完了または失敗時に前記無線リソース制御コネクションの確立をトランスポート
チャネルで再確立することを特徴とする請求項３記載の無線ネットワーク制御装置。
【請求項５】
　少なくとも移動体端末と基地局と無線ネットワーク制御装置とから構成され、前記移動
体端末が発呼する際に、移動管理と呼制御とを転送するためにシグナリングコネクション
の無線リソース制御コネクションを確立する移動体通信システムに用いる呼接続時間短縮
方法であって、
　前記無線ネットワーク制御装置が、前記基地局に対するＮＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：無線リンク設定手順の開始と同時に、前記無線リソー
ス制御コネクションの接続要求を行った前記移動体端末に前記無線リソース制御コネクシ
ョンの接続設定メッセージを送信し、前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順及びＡＬＣＡＰ
（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：Ａ
ＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐ
ｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔｙｐｅ　２］コネクション設定手順を前記無線リソース制
御コネクションの接続要求を行った前記移動体端末側の処理と並行して行う処理を実行す
ることを特徴とする呼接続時間短縮方法。
【請求項６】
　前記無線ネットワーク制御装置が、前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順または前記ＡＬ
ＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順の未完了または失敗時に前記無線リソース制御コ
ネクションの確立をトランスポートチャネルで再確立することを特徴とする請求項５記載
の呼接続時間短縮方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動体通信システム、無線ネットワーク制御装置及びそれらに用いる呼接続時
間短縮方法に関し、特にＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａ
ｃｃｅｓｓ）移動体通信システムの無線ネットワーク制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の移動体通信システムにおいては、移動体端末［以下、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　
Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）とする］が発呼するために、まず移動管理［以下ＭＭ（Ｍｏｂｉｌ
ｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）とする］と、呼制御［以下、ＣＣ（Ｃａｌｌ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）とする］とを転送するためのシグナリングコネクション（制御プレーン：Ｃ－Ｐ
ｌａｎｅ）を確立する必要がある（例えば、特許文献１，２参照）。
【０００３】
　シグナリングコネクションは、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏ
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ｌ：無線リソース制御）コネクションと、ＳＣＣＰコネクションとから構成されている（
例えば、特許文献１，２参照）。このシグナリングコネクションのうちのＲＲＣコネクシ
ョン確立までの手順を図４を参照して説明する。
【０００４】
　無線ネットワーク制御装置［以下、ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌｌｅｒ）とする］はＵＥからＲＲＣ接続要求メッセージ［ＣＣＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：共通制御チャネル）（論理チャネル），ＲＡＣＨ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ランダムアクセスチャネル）（トランスポ
ートチャネル），ＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ：ランダムアクセス物理チャネル）（物理チャネル）］がくると（図４のｃ１）
、ＲＲＣコネクションをＤＣＨ（トランスポートチャネル）で確立するため、基地局（Ｎ
ｏｄｅＢ）との間で、ＮＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：
無線リンクの設定（図４のｃ２，ｃ３）、及びＡＬＣＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：ＡＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈ
ｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔ
ｙｐｅ　２］コネクションを確立する（図４のｃ４，ｃ５）。
【０００５】
　その後に、ＲＮＣはＲＲＣ接続設定メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅ
ｔｕｐ）［ＣＣＣＨ，ＦＡＣＨ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：下り
アクセスチャネル）（トランスポートチャネル）、Ｓ－ＣＣＰＣＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ
　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：２次共通制御物
理チャネル）（物理チャネル）］をＵＥに送信する（図４のｃ６）。
【０００６】
　ＵＥはＲＲＣ接続設定メッセージを受信すると、ＲＲＣ接続完了メッセージ（ＲＲＣ　
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）［ＤＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅ
ｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別制御チャネル）（論理チャネル），ＤＣＨ（
Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別チャネル）（トランスポートチャネル），Ｄ
ＰＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別物
理データチャネル）（物理チャネル）］を送信する（図４のｃ８）。
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－１９９４４０号公報
【特許文献２】特開２００５－２５２８２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した従来のＲＲＣコネクション確立手順では、ＲＮＣが、ＮＢＡＰ
：無線リンク設定、及びＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクションの確立を待ってからＲＲＣ接
続設定（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ）メッセージを送信するため、遅延
が発生し、接続が完了するまでに時間がかかってしまうという問題がある。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は上記の問題点を解消し、移動体端末から発信されてきた呼に対
して接続が完了するまでにかかる時間を短縮することができる移動体通信システム、無線
ネットワーク制御装置及びそれらに用いる呼接続時間短縮方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による移動体通信システムは、少なくとも移動体端末と基地局と無線ネットワー
ク制御装置とから構成され、前記移動体端末が発呼する際に、移動管理と呼制御とを転送
するためにシグナリングコネクションの無線リソース制御コネクションを確立する移動体
通信システムであって、
　前記無線ネットワーク制御装置は、前記基地局に対するＮＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐ
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ｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：無線リンク設定手順の開始と同時に、前記無線リソー
ス制御コネクションの接続要求を行った前記移動体端末に前記無線リソース制御コネクシ
ョンの接続設定メッセージを送信し、前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順及びＡＬＣＡＰ
（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：Ａ
ＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐ
ｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔｙｐｅ　２］コネクション設定手順を前記無線リソース制
御コネクションの接続要求を行った前記移動体端末側の処理と並行して実行する手段を備
えている。
【００１１】
　本発明による無線ネットワーク制御装置は、移動体端末が発呼する際に、移動管理と呼
制御とを転送するためにシグナリングコネクションの無線リソース制御コネクションを確
立する移動体通信システムを、少なくとも前記移動体端末と基地局とともに構成する無線
ネットワーク制御装置であって、
　前記基地局に対するＮＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：
無線リンク設定手順の開始と同時に、前記無線リソース制御コネクションの接続要求を行
った前記移動体端末に前記無線リソース制御コネクションの接続設定メッセージを送信し
、前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順及びＡＬＣＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：ＡＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏ
ｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔｙｐ
ｅ　２］コネクション設定手順を前記無線リソース制御コネクションの接続要求を行った
前記移動体端末側の処理と並行して実行する手段を備えている。
【００１２】
　本発明による呼接続時間短縮方法は、少なくとも移動体端末と基地局と無線ネットワー
ク制御装置とから構成され、前記移動体端末が発呼する際に、移動管理と呼制御とを転送
するためにシグナリングコネクションの無線リソース制御コネクションを確立する移動体
通信システムに用いる呼接続時間短縮方法であって、
　前記無線ネットワーク制御装置が、前記基地局に対するＮＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：無線リンク設定手順の開始と同時に、前記無線リソー
ス制御コネクションの接続要求を行った前記移動体端末に前記無線リソース制御コネクシ
ョンの接続設定メッセージを送信し、前記ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順及びＡＬＣＡＰ
（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）：Ａ
ＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐ
ｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔｙｐｅ　２］コネクション設定手順を前記無線リソース制
御コネクションの接続要求を行った前記移動体端末側の処理と並行して行う処理を実行し
ている。
【００１３】
　すなわち、本発明の移動体通信システムは、移動体端末［以下、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑ
ｕｉｐｍｅｎｔ）とする］が無線ネットワーク制御装置［以下、ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）とする］に対してＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏ
ｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：無線リソース制御）メッセージを送受信する手段を有し、基
地局（ＮｏｄｅＢ）がＲＮＣに対してＮＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ
　Ｐａｒｔ）メッセージ及びＡＬＣＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）メッセージを送受信する手段を有し、ＲＮＣがＵＥ及
び基地局に対してＲＲＣメッセージ、ＮＢＡＰメッセージ、及びＡＬＣＡＰメッセージを
送受信する手段を有している。
【００１４】
　本発明の特徴は、ＲＮＣにおいて、ＵＥから発信されてきた呼に対して、接続が完了す
るまでにかかる時間を短縮することにある。ＵＥが発呼するためには、まず移動管理「以
下、ＭＭ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）とする］と、呼制御［以下、ＣＣ
（Ｃａｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）とする］とを転送するためのシグナリングコネクション（
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制御プレーン：Ｃ－Ｐｌａｎｅ）を確立する必要がある。シグナリングコネクションは、
ＲＲＣコネクションとＳＣＣＰコネクションとから構成されている。
【００１５】
　ＲＲＣコネクションの確立には、ＵＥがＲＮＣにＲＲＣ接続要求メッセージ（ＲＲＣ　
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信し、そのメッセージを受信したＲＮＣが
ＵＥにＲＲＣ接続設定メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ）を返し
、さらにＵＥがＲＮＣにＲＲＣ接続設定完了メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
　Ｓｅｔｕｐ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）を返すことによって、ＲＲＣコネクションが確立され
る。
【００１６】
　ＵＥは、ＣＣＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：共通制御チャネ
ル）（論理チャネル）にＲＲＣ接続要求メッセージを送信する。ＣＣＣＨは、ＲＡＣＨ（
Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ランダムアクセスチャネル）（トランス
ポートチャネル）、ＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ：ランダムアクセス物理チャネル）（物理チャネル）に多重される。
【００１７】
　ＲＮＣは、ＣＣＣＨにＲＲＣ接続設定メッセージを送信する。ＣＣＣＨは、ＦＡＣＨ（
Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：下りアクセスチャネル）（トランスポ
ートチャネル）、Ｓ－ＣＣＰＣＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：２次共通制御物理チャネル）（物理チャネル）に
多重される。
【００１８】
　ＵＥは、ＤＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別制御
チャネル）（論理チャネル）にＲＲＣ接続完了メッセージを送信する。ＤＣＣＨは、ＤＣ
Ｈ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別チャネル）（トランスポートチャネル）
、ＤＰＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個
別物理データチャネル）（物理チャネル）に多重される。
【００１９】
　ＵＥがＤＣＨ（トランスポートチャネル）にＲＲＣ接続完了メッセージを送信するため
には、ＲＮＣがＲＲＣコネクションをＤＣＨで確立するための無線リソースの割り当て（
ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順）と、ＤＣＨ用のＡＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎ
ｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔｙｐｅ
　２］コネクションの確立（ＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順）を完了してい
る必要がある。
【００２０】
　そのため、従来は、図４に示すように、ＮＢＡＰ：無線リンク設定手順（ＮＢＡＰ：Ｒ
ａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ～ＮＢＡＰ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　
Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）、及びＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順（Ａ
ＬＣＡＰ：Ｅｓｔａｂｌｉｓｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ～ＡＬＣＡＰ：Ｅｓｔａｂｌｉｓｈ　Ｃ
ｏｎｆｉｒｍ）が完了した後に、ＲＮＣがＵＥにＲＲＣ接続設定メッセージを送信し、Ｒ
ＲＣ接続設定メッセージを受信したＵＥがＲＮＣにＲＲＣ接続完了メッセージを送信して
いる。
【００２１】
　本発明の移動体通信システムでは、図２に示すように、ＲＮＣがＮＢＡＰ：無線リンク
設定手順の開始（ＮＢＡＰ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）と同
時に、ＵＥにＲＲＣ接続設定メッセージを送信することで、ＮＢＡＰ：無線リンク設定手
順、及びＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順と並行して、ＲＲＣ接続処理を行い
、ＵＥからのＲＲＣ接続完了メッセージ受信よりも先にＮＢＡＰ：無線リンク設定手順、
及びＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順を完了しているため、ＵＥがＤＣＨにＲ
ＲＣ接続完了メッセージを送信することが可能となり、接続が完了するまでにかかる時間
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を短縮することが可能となる。
【００２２】
　図３に示すように、本発明の移動体通信システムでは、万が一、ＲＮＣがＮＢＡＰ：無
線リンク設定手順、またはＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順が未完了の場合に
、または失敗した場合に、ＲＲＣコネクションの確立をＦＡＣＨ（トランスポートチャネ
ル）で再確立することで救済している。
【００２３】
　上記のように、本発明の移動体通信システムでは、ＲＲＣ接続設定メッセージを送信す
るまでに遅延が発生しないように、ＲＮＣがＵＥからＲＲＣ接続要求メッセージ（ＲＲＣ
　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を受信したら、ＮＢＡＰ：無線リンク設定メ
ッセージ（ＮＢＡＰ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）をＮｏｄｅ
Ｂに送信すると同時に、ＲＲＣ接続設定メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓ
ｅｔｕｐ）をＵＥに送信することで、より早くＵＥからＲＲＣ接続設定完了メッセージ（
ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）を受信することが可能
となる。よって、本発明の移動体通信システムでは、ＵＥから発信してきた呼（回線交換
呼及びパケット呼）に対して接続が完了するまでにかかる時間を短縮することが可能とな
る。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明は、上記のような構成及び動作とすることで、移動体端末から発信されてきた呼
に対して接続が完了するまでにかかる時間を短縮することができるという効果が得られる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　次に、本発明の実施例について図面を参照して説明する。図１は本発明の一実施例によ
る移動体通信システムの構成を示すブロック図である。図１において、本発明の一実施例
による移動通信システムは、移動体端末［以下、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）
とする］１と、基地局（ＮｏｄｅＢ）２と、基地局２を制御する無線ネットワーク制御装
置［以下、ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）とする］３と
、図示せぬ移動交換網の交換動作を行う移動交換局［以下、ＣＮ（Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）とする］４とから構成されている。尚、図１において、１１及び１２はセル（Ｃｅ
ｌｌ）を示している。
【００２６】
　また、図示していないが、本発明の一実施例による移動体通信システムにおいて、ＵＥ
１はＲＮＣ３に対してＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：無線リ
ソース制御）メッセージを送受信する機能を持っている。基地局２はＲＮＣ３に対してＮ
ＢＡＰ（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）メッセージ及びＡＬＣＡＰ
（Ａｃｃｅｓｓ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）メッ
セージを送受信する機能を持っている。ＲＮＣ３はＵＥ１及び基地局２に対してＲＲＣメ
ッセージ、ＮＢＡＰメッセージ、及びＡＬＣＡＰメッセージを送受信する機能を持ってい
る。
【００２７】
　図２は本発明の一実施例による移動体通信システムにおけるＲＲＣ接続設定手順を示す
シーケンスチャートであり、図３は本発明の一実施例による移動体通信システムにおける
ＲＲＣ接続設定に失敗した時の手順を示すシーケンスチャートである。これら図１～図３
を参照して本発明の一実施例による移動体通信システムにおけるＲＲＣ接続設定手順につ
いて説明する。
【００２８】
　まず、ＵＥ１は回線交換呼またはパケット呼を確立するために、ＲＲＣコネクションを
確立する必要があるため、ＲＮＣ３にＲＲＣ接続要求メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃ
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ｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）［ＣＣＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ：共通制御チャネル）（論理チャネル），ＲＡＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ：ランダムアクセスチャネル）（トランスポートチャネル），ＰＲＡＣＨ（
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ランダムアクセス物
理チャネル）（物理チャネル）］を送信する（図２のａ１）。
【００２９】
　ＲＮＣ３はＲＲＣ接続要求メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓ
ｔ）を受信すると、ＮＢＡＰ：無線リンク設定メッセージ（ＮＢＡＰ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉ
ｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）の送信（図２のａ２）と同時に、ＵＥ１にＲＲＣ接
続設定メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ）［ＣＣＣＨ，ＦＡＣＨ
（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：下りアクセスチャネル）（トランス
ポートチャネル）、Ｓ－ＣＣＰＣＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：２次共通制御物理チャネル）（物理チャネル）
］を送信する（図２のａ３）。
【００３０】
　続けて、ＲＮＣ３はＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２［ＡＴＭ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒ
ａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ　ｔｙｐｅ　２］コネク
ション設定メッセージ（ＡＬＣＡＰ：Ｅｓｔａｂｌｉｓｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信する
（図２のａ５）。
【００３１】
　基地局２はＮＢＡＰ：無線リンク設定メッセージを受信すると、無線リソースを割り当
て、ＲＮＣ３に無線リンク設定応答（ＮＢＡＰ：Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒ
ｅｓｐｏｎｓｅ）を送信する（図２のａ４）。また、基地局２はＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コ
ネクション設定メッセージを受信すると、ＡＡＬ２コネクションを確立し、ＲＮＣ３にＡ
ＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定応答メッセージ（ＡＬＣＡＰ：Ｅｓｔａｂｌｉｓｈ
　Ｃｏｎｆｉｒｍ）を送信する（図２のａ６）。その後、基地局２は、無線リンクの同期
完了を確認し、ＲＮＣ３に無線リンクリストア指示メッセージ（ＮＢＡＰ：Ｒａｄｉｏ　
Ｌｉｎｋ　Ｒｅｓｔｏｒｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を送信する（図２のａ７）。
【００３２】
　ＵＥ１はＲＲＣ接続設定メッセージを受信すると、設定したＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅ
ｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別チャネル）（トランスポートチャネル）上にＲＲＣ接続完了メ
ッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）［ＤＣＣＨ
（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別制御チャネル）（論理チ
ャネル），ＤＣＨ（トランスポートチャネル），ＤＰＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別物理データチャネル）（物理チャネル）
］を送信する（図２のａ８）。
【００３３】
　従来のＲＲＣコネクション確立手順を示す図４において、ＲＮＣ３はＡＬＣＡＰ：ＡＡ
Ｌ２コネクション設定応答メッセージ（ＡＬＣＡＰ：Ｅｓｔａｂｌｉｓｈ　Ｃｏｎｆｉｒ
ｍ）の受信からＲＲＣ接続設定メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ
）の送信までにＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順、及び内部のリソース割り当
て手順のために時間Ａが必要である。
【００３４】
　一方で、ＵＥ１は、ＲＲＣ接続設定メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅ
ｔｕｐ）の受信から、ＲＲＣ接続設定完了メッセージ（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　
Ｓｅｔｕｐ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）の返信までに時間Ｂが必要である。
【００３５】
　ここで、時間Ａと時間Ｂとの関係は、必ず時間Ａ＜時間Ｂであるため、本発明によって
ＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順の前にＲＲＣ接続設定メッセージ（ＲＲＣ　
Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ）を送信するように変更することで、ＲＮＣ３とＵＥ
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１との両方で手順上は並行となる。結果として、ＲＮＣ３はＲＲＣ接続設定（ＲＲＣ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｓｅｔｕｐ）手順で少なくとも時間Ａの短縮効果が期待できる。
【００３６】
　また、本実施例では、図３に示すように、万が一、ＲＮＣ３がＮＢＡＰ：無線リンク設
定手順、またはＡＬＣＡＰ：ＡＡＬ２コネクション設定手順が未完了の場合、または失敗
した場合に（図３のｂ１～ｂ５）、ＲＲＣコネクションの確立をＦＡＣＨ（トランスポー
トチャネル）で再確立することで救済している（図３のｂ６，ｂ７）。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の一実施例による移動体通信システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施例による移動体通信システムにおけるＲＲＣ接続設定手順を示す
シーケンスチャートである。
【図３】本発明の一実施例による移動体通信システムにおけるＲＲＣ接続設定に失敗した
時の手順を示すシーケンスチャートである。
【図４】従来例による移動体通信システムにおけるＲＲＣ接続設定手順を示すシーケンス
チャートである。
【符号の説明】
【００３８】
　　　　　１　移動体端末（ＵＥ）
　　　　　２　基地局（ＮｏｄｅＢ）
　　　　　３　無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）
　　　　　４　移動交換局（ＣＮ）
　１１，１２　セル（Ｃｅｌｌ）

【図１】 【図２】
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